
１．当期の経営成績に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

全般的な概況 

当期において、売上高は、化学製品を中心に原燃料価格上昇に応じた販売価格の是正および堅調

な国内需要を背景とした建設資材セグメントの製品ならびに機械等の販売増により増加しました

が、営業利益は石炭価格の上昇やアンモニア工場の定期修理、さらに合成ゴム市況の軟化等の影響

を受けました。営業外収益は、持分法適用関連会社の事業統合の影響等により増加しました。 

この結果、当社グループの連結業績は、次のとおりとなりました。 

 

単位：億円 

項  目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に 

帰属する当期純利益 

当 期 ① ７，３０１ ４４５ ４７８ ３２４ 

前 期 ② ６，９５５ ５０２ ５０７ ３１６ 

差異①－② ３４５ △５６ △２８ ８ 

増 減 率 ５．０％ △１１．３％ △５．７％ ２．６％ 

 

セグメント別概況 

（売上高）       単位：億円 

セグメント 当期① 前期② 差異①－② 増減率 

化学 ３，１４９ ３，０５４ ９５ ３．１％ 

医薬 １０１ １０２ △０ △０．８％ 

建設資材 ２，５０２ ２，３８８ １１３ ４．８％ 

機械 ９７２ ９０１ ７１ ７．９％ 

エネルギー・環境 ７５８ ７１３ ４４ ６．３％ 

その他 ４９ ４７ １ ２．９％ 

調整額 △２３２ △２５２ １９ － 

合計 ７，３０１ ６，９５５ ３４５ ５．０％ 

 

（営業利益）       単位：億円 

セグメント 当期① 前期② 差異①－② 増減率 

化学 ２３７ ２８９ △５２ △１８．０％ 

医薬 ８ ２１ △１２ △５９．４％ 

建設資材 １１８ １２３ △４ △３．６％ 

機械 ５４ ５５ △１ △１．８％ 

エネルギー・環境 ２５ ２３ ２ ９．１％ 

その他 ８ ８ △０ △７．８％ 

調整額 △７ △１９ １１ － 

合計 ４４５ ５０２ △５６ △１１．３％ 
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化学 … 増収減益 

■ナイロン・ラクタム・工業薬品事業 

ラクタム事業は、中国市場を中心に販売価格が是正されたことにより、増収となりました。 

ナイロン事業は、スペインで生産能力増強を行い販売数量が増加したことにより、増収となりま

した。 

工業薬品事業は、国内アンモニア工場の隔年実施の定期修理およびその後の生産トラブルの影響

で生産・出荷が減少したことにより、減収となりました。 

ナイロン・ラクタム・工業薬品事業全体としては、アンモニア工場の定期修理等の影響により、

増収減益となりました。 

■合成ゴム事業は、タイヤ用途を中心に販売数量は増加しましたが、上期において原料価格上昇の

中で製品価格が下落したこと等により、増収減益となりました。 

■電池材料・ファイン事業 

電池材料事業は、車載向けを中心とした需要拡大を背景にセパレータの生産能力増強を行い販売

数量は増加しましたが、中国における電解液事業再編等もあり、減収となりました。 

ファイン事業は、総じて販売価格が上昇したことにより、増収となりました。 

電池材料・ファイン事業全体としては堅調に推移しましたが、組織再編の影響もあり、減収増益

となりました。 

■ポリイミド・機能品事業 

ポリイミド事業は、回路基板向けを中心にフィルムの販売数量が堅調に推移したことおよび有機

ELパネル向けワニスの販売数量が増加したことにより、増収となりました。 

ポリイミド・機能品事業全体としても、概ね堅調に推移し、増収増益となりました。 

 

医薬 … 減収減益 

■医薬事業は、受託医薬品の販売数量が増加しましたが、ロイヤリティ収入が減少したことによ

り、減収減益となりました。 

 

建設資材 … 増収減益 

■セメント・生コン事業は、販売が堅調に推移したことにより、増収となりましたが、石炭価格上

昇の影響を受けました。 

■カルシア・マグネシア事業は、マグネシア製品を中心として販売数量の増加および販売価格の改

善により、増収となりました。 

■建設資材セグメント全体としては、石炭価格上昇の影響が大きく、増収減益となりました。 

 

機械 … 増収減益 

■成形機・産機事業は、製品の販売が堅調に推移したことにより、増収となりました。 

■製鋼事業は、副資材・電力価格の高止まりに応じて販売価格を是正したことにより、増収となり

ました。 

■機械セグメント全体としては、原材料価格や工事費等の高騰による影響が大きく、増収減益とな

りました。 

 

エネルギー・環境 … 増収増益 

■石炭事業は、石炭市況の影響で販売価格が上昇したことにより、増収となりました。 

■電力事業は、ＩＰＰ発電所定期修理の非実施年のため売電量が増加したことにより、増収となり

ました。 

■エネルギー・環境セグメント全体としては、ＩＰＰ発電所の隔年の定期修理がなかった影響が大

きく、増収増益となりました。 

 

その他 … 増収減益 
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（２）当期の財政状態の概況 

資産については、受取手形及び売掛金が８８億７千２百万円、商品及び製品などのたな卸資産が

５８億３千５百万円増加したものの、現金及び預金が１６１億５千６百万円減少したことなどによ

り、２１億５千９百万円減少し７，４０２億８千６百万円となりました。 

負債については、有利子負債が８２億４千６百万円、未払金が５０億４千７百万円減少したこと

などにより、１９８億５千万円減少し３，８５７億３千４百万円となりました。 

純資産については、自己株式の増加により９８億４千万円減少したものの、利益剰余金が配当に

より７８億９千３百万円減少する一方、親会社株主に帰属する当期純利益により３２４億９千９百

万円増加したことなどにより、１７６億９千１百万円増加し３，５４５億５千２百万円となりまし

た。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前当期純利益４４６億７千８百万円、非資金項

目である減価償却費３６４億２千万円、運転資金の増減（売上債権、たな卸資産、仕入債務の増減

合計額）による支出１６６億８千６百万円、法人税等の支払額１２７億８千３百万円などにより、

５０４億６千２百万円のキャッシュ・インとなりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは有形及び無形固定資産の取得による支出４２７億６千３百

万円などにより、４２６億６千３百万円のキャッシュ・アウトとなりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは有利子負債の増減による支出９１億２千８百万円、配当金

の支払額８５億４千３百万円、自己株式の取得による支出１００億９百万円などにより、２４０億

３千４百万円のキャッシュ・アウトとなりました。 

なお、有利子負債の当期末残高は、前期末に比べ８２億４千６百万円減少し１，８７２億９千９

百万円となりました。 

また、現金及び現金同等物の当期末残高は、前期末に比べ１６２億３千４百万円減少し３２２億

９千５百万円となりました。 

 

（４）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は業績に対応した配当と機動的な自己株式取得を行うことを基本方針としておりますが、財

務の健全性や将来の事業拡大のための内部留保の充実も重要と考えております。これらを総合的に

勘案し、株主総会に付議する株主配当案を決定しております。 

当期を最終年度とする中期経営計画「Ｃｈａｎｇｅ ＆ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ ２０１８」にお

いて、配当と自己株式取得を合わせた連結総還元性向は、原則として親会社株主に帰属する当期純

利益の３０％以上としており、当期の期末配当は１株当たり８０円を予定しております。 

また、次期の配当につきましては１株当たり４５円の中間配当を含む、年間１株あたり９０円の

配当を予定しております。 
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（５）今後の見通し 

次期の業績見通しについては、２０１９年４月から２０２０年３月までの為替水準を１ドル＝

１１０円、国産ナフサ１ｋｌ＝４５，６００円、豪州炭価格１トン＝１３，７５０円と想定し、次

のとおり予測しております。 

 

 

単位：億円 

項  目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に 

帰属する当期純利益 

2020年3月期① ７，６００ ４７０ ４７０ ３１０ 

2019年3月期② ７，３０１ ４４５ ４７８ ３２４ 

差異①－② ２９９ ２５ △８ △１４ 

増 減 率 ４．１％ ５．５％ △１．８％ △４．６％ 

 

セグメント別概況 

（売上高）       単位：億円 

セグメント 2020年3月期① 2019年3月期② 差異①－② 増減率 

化学 ３，４５０ ３，２４２ ２０８ ６．４％ 

建設資材 ３，３００ ３，２１０ ９０ ２．８％ 

機械 １，０００ ９７２ ２８ ２．８％ 

その他 ５０ ４９ １ １．３％ 

調整額 △２００ △１７３ △２７ － 

合計 ７，６００ ７，３０１ ２９９ ４．１％ 

 

（営業利益）       単位：億円 

セグメント 2020年3月期① 2019年3月期② 差異①－② 増減率 

化学 ２６５ ２４６ １９ ７．７％ 

建設資材 １５０ １４４ ６ ３．５％ 

機械 ６０ ５４ ６ １０．９％ 

その他 ７ ８ △１ △１２．９％ 

調整額 △１２ △７ △５ － 

合計 ４７０ ４４５ ２５ ５．５％ 

（注）・2020年3月期より、医薬セグメントを化学セグメントへ、エネルギー・環境セグメントを建

設資材セグメントへ統合しています。それに伴い2019年3月期実績についても比較のため、

新しいセグメント区分に組み替えて表示しています。 

・調整額は、各セグメントに配分していない全社費用（各セグメントに帰属しない一般管理

費等）及びセグメント間取引消去額の合計額です。 
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